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第１回　あなどれない地方の経済力

　都道府県や市町村の経済力を示す指標としては、国内総生産（GDP）に倣って、毎年、地域別に計算されている域内総生産
額が使われることが多い。都道府県が自県経済について計算している数値が、全都道府県について公表されているほか、多くの
都道府県では、「市町村民所得」あるいは「市町村民経済計算」という名称で、域内市町村についてもデータが公表されてい
る。 
　図に掲げたのは、愛知県の市町村の市町村内総生産と国際通貨基金（IMF）が発表している国別のGDPのデータから、各市町
村の経済規模が、世界のどの国とほぼ同等かを示した地図グラフと、そのもとになったデータを示した棒グラフである。 
　愛知県の中で最も経済規模の大きいのは、名古屋市の11.6兆円であるが、これは、ほぼハンガリーのGDPに匹敵している。
最も経済規模の小さいのは、豊根村の29億円であるが、これは、ほぼ太平洋の立憲君主国であるツバルのGDPに匹敵してい
る。 
　このほか、経済規模の高い順に、目立った対応の例を挙げると、 

　豊田市　パナマ 
　一宮市　カンボジア 
　東海市　ラオス 
　稲沢市　モンゴル 
　知立市　サンマリノ 
　東浦町　ブータン 
　阿久比町　バヌアツ 
　南知多町　サモア 

などである。経済力的には、こうした国の大統領が日本の市町村長、国会議員が市町村議会議員に当たると考えると興味が尽き
ない。　また、こうした市町村が同等経済規模の国と友好を深め、さらに場合によっては市民交流や災害協力などを進めるとい
うのも地域振興策のひとつのアイデアかも知れない。 
　愛知県全体の県内総生産は31.6兆円であり、これはほぼ南アフリカのGDPに匹敵している。都道府県の経済規模と同等な国
の対応は、一昨年刊行した『統計データが語る　日本人の大きな誤解』（日本経済新聞社）や私が主宰している「社会実情デー
タ図録」サイトの図録4550に掲載しているので、興味のある方はご覧いただきたい。 
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図１　愛知県の市町村と経済規模が同等な国（2010年）

図２　愛知県市町村の経済規模ランキング（世界の同等経済規模国を左右に対照）

　
　なお、以上は、2010年のデータであり、海外の経済規模は同年の為替レートで換算した数字を使っている。2010年当時は円
高だったので、円安となった現在では、海外のGDPの評価は上がっている。したがって、同等経済規模の国も、当然、現在は変

化している。 
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化している。 
　また、各地域、各国ともに景気変動の影響を受けている点も見逃せない。例えば、自動車産業の中心地である豊田市の市内総
生産は、2007年度には4.7兆円のピークを記録したものの、その後、リーマンショックの影響などにより大きく減少し、2010
年度には2.6兆円にまで落ち込んだ。ピーク時であれば、豊田市の経済力は、ルクセンブルクかベラルーシ並みだったはずであ
る。 
　こうした点に注意して、データを評価し、使用する必要があるといえよう。 
　主張したいことの裏づけとなり、説得力を増すということから統計データは非常に重要な存在となっているが、私は、統計デ
ータの本当の魅力は、思いがけない社会の真実をデータ自らが明らかにする点にあると考えている。データが語っていることに
素直に耳を傾けることが大事なのではないだろうか。「データは語る」と題した本コーナーでは、興味深い統計データを読者の
皆さんに紹介しながら、データの読み取り方に加え、データの収集、加工の方法、効果のあるプレゼンテーションなどのヒント
についても触れていきたいと考えている。それでは、今後、よろしくお願いいたします。
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